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町
と
並
び
服
せ
た
り
。

同
九
年
の
地
子
町
肝
前
裁
許
陀
は
、

限
川

八
月
十
二
日

茨
木
小
刑
部

中j

承
服
=
一
年
十
二
月
の
合
札
K
は
.
岡
山
市
郎
兵
衛
謡
港
政
人
・
茨
木

右
術
門

山

森
吉
兵
衛
凶
人
の
巡
回
司
あ
り
。
叉
柑
尚
治
元
年
十
一
月
廿

三
日
の
述
書
は、

背
骨
港
誠
人
茨
木
右
術
門

森
械
太
夫
・山
森
吉
兵

衛
四
人
の
連
署
あ
れ
E
も
.
承
服
三
年
十
二
月
の
岱
札
陀
は
‘
岡
山

市
郎
兵
衛
・葛
巻
誠
人
茨
木
右
衛
門
・
山
森
吉
兵
街
の
四
人
た
り
。

茨
木
右
衛
門
の
源
五
定
術
門
と
改
名
せ
し
は
、
究
文
元
年
の
頃
K
て

微
妙
公
苑
逝
の
後
友
り
。
彼
の
光
悦
へ
の
御
意
ぷ
り
は
、

占
ん
御
戯
言

主
剖
・
小
倉
兵
部
雨
人
に
詞
を
合
巾
候
。
右
之
殺
と
一
度
陀
京
之
門

へ
付
寄
‘
私
間
山
は
一
一
-三
聞
も
門
之
耐
に
て
す
ね
を
州
閥
均
陀
被
v
前
有
ν

之
所
民
、
叉
小
倉
兵
部
見
被
v
申
.
則
是
ま
で
は
や
く
付
申
逝
詞
を
合

巾
候

へ
ば
、
つ
ピ
い
て
浦
上
治
部
被
=
罷
越
一
我
等
す
ね
か
た
ひ
不
ν巾
叩

儀
見
被
v
申
候
て
.
無
理
K
の
け
被
ν
申
候
。
此
等
之
趣
、
右
之
衆
へ
被
v

成
司
御
帯
-
可
ν被
ν
下
候
。
以
上
。

被

山

大

勝

殿

な
る
べ
し
。

異
本
微
妙
公
夜
話
鍛
陀
云
ふ
。
或
時
中
納
言
抜
本
阿
弧
光
悦
陀
御
意

に
は
.
い
ま
だ
仕
置
に
向
か
し
た
る
W

舶
な
し
。
一
つ
な
ら
で
は
無
i

之
.
森
倒
太
夫
と
茨
木
源
五
左
衛
門
主
寺
枇
奉
行
K
し
た
り
。

円砲は

向
か
し
た
る
か
と
思
召
也
。
光
悦
長
り
.
如
何
の
御
都
民
御
邸
候
哉

と
巾
上
げ
候
。
御
意
K
は
‘
雨
入
止
が
ら
ね
ば
き
も
の
た
り
。
殊
の

外
物
の
呼
明
か
ざ
る
も
の
也
。
出
家
中
公
務
K
出
で
h

も
、
右
の
者

O
小
鳥
小
屋

元
除
三
年
の
火
災
記
民
、
牛
右
衛
門
橋
町・

鰐
町
水
浦
町
小
品
屋

共
ね
り
と
み
持
明
か
宇
故
‘ま
た
い
そ
ぐ
郁
で
も
な
し
o
赴
ゆ
ゑ
難
儀

が
り
て
‘
永
引
き
せ
ん
な
し
と
・
申
分
に
出
づ
る
者
た
し
と
御
意
被
ν

也
候
。
と
あ
り
。
按
十
る
に
.
森
揃
太
夫
の
寺
散
潜
行
被
ν
命
年
月
、

彼
の
家
陀
も
不
v
群
。
卯
反
八
幡
怒
一
柳
職
厚
見
氏
の
向
田
岐
に
服
せ
た
る

小
鳥
屋
町
と
あ
り
て
.
浅
野
川
掛
作
よ
り
材
木
町
へ
の
入
口
に
も
小

品
屋
町
あ
り
。
故
に
此
な
る
町
名
主
ば
原
川
小
鳥
屋
町
と
呼
べ
る
な

る
べ
し
。
む
か
し
鳥
屋
の
居
た
る
陀
よ
り
、
町
名
と
成
り
た
り
け
ん
。

此
の
町
名
今
は
小
品
屋
小
路
と
呼
べ
り
。
叶
州
事
よ
り
新
竪
町
へ
出
づ

る
小
路
な
り
。
但
し
明
治
四
年
四
月
戸
館
編
成
に
何
宮
町
名
改
革
の

時
、
共
の冊
m
E駿
し
納
車
と
せ
り
。

O
小
鳥
飼
役
事
略
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